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「
岩
手
・
青
森
」
の
歌
枕
を
一
冊
に

福
島
市
在
住
の
若
槻
健
夫
さ
ん
（
高
14
回
卒
）
は
歌
枕
を
ま
と
め
た
新
書

「
蝦
夷
（
え
み
し
）・
陸
奥
（
み
ち
の
く
）・
歌
枕　
彷
徨
其
の
四　
岩
手
・

青
森
編
」
を
刊
行
し
た
。
福
島
編
（
２
０
０
７
年
）、宮
城
編
（
２
０
０
９
年
）、

山
形
・
秋
田
編
（
２
０
１
３
年
）
に
続
き
、
東
北
地
方
シ
リ
ー
ズ
を
完
結
し

た
。
各
編
と
も
古
歌
に
詠
ま
れ
た
名
所
・
旧
跡
を
巡
り
、
各
所
の
歴
史
や
い

わ
れ
、
写
真
を
掲
載
し
た
。
４
冊
合
計
で
約
１
８
０
カ
所
を
調
べ
た
。

母
が
古
歌
に
親
し
ん
で
い
た
た
め
歌
枕
に
興
味
を
抱
き
、
定
年
退
職
し
た

２
０
０
２
年
か
ら
調
査
を
始
め
、
約
15
年
か
け
て
ま
と
め
あ
げ
た
。
北
関
東

や
新
潟
の
歌
枕
も
巡
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
お
り
「
東
京
や
大
阪

も
歩
い
て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

各
編
と
も
Ａ
５
版
、
２
２
２
～
４
１
３
ペ
ー
ジ
。

問
い
合
わ
せ　
民
報
印
刷
（
電
話
０
２
４-

５
９
４-

２
１
７
０
）

立
か
ら
〝
２
度
目
の
還
暦
〟

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

福
島
高
校
。
今
年
10
月
６
日
（
土
）、

と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ
ン

タ
ー
（
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で

記
念
式
典
が
開
か
れ
る
。
記
念
講
演

と
し
て
、
平
成
25
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放

送
さ
れ
た
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
音
楽
を
担
当
し

た
大
友
良
英
氏
（
高
校
第
30
回
卒
）

を
予
定
し
て
い
る
。

平
成
23
年
、
我
々
が
決
し
て
忘
れ

る
こ
と
の
な
い
東
日
本
大
震
災
が
起

こ
っ
た
。
福
島
高
校
の
校
舎
も
大
き

な
被
害
を
受
け
、
第
三・
四
棟
が
建

て
替
え
ら
れ
た
こ
と
は
、『
梅
苑
会

報
第
46
号
』
で
も
紹
介
し
た
が
、
福

島
高
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
う
べ
き

心
字
の
池
も
被
害
を
受
け
た
。
一
昨

年
、福
岡
県
立
福
島
高
校
の
有
志（
昭

和
46
年
度
卒
）
の
方
々
か
ら
「
希
望

の
桜
」
を
い
た
だ
き
、
心
字
の
池
の

辺
に
植
樹
し
た
こ
と
は
以
前
（『
梅

苑
会
報
第
48
号
』）
に
も
紹
介
し
た

が
、
心
字
の
池
自
体
の
修
復
は
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回

の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の

心
字
の
池
の
修
復
と
周
囲
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
。
年
内
に
は
完
成
予

定
で
、
同
窓
生
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

〝
福
高
の
シ
ン
ボ
ル
〟
を
見
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

校
歌
に
謳
わ
れ
て
い
る
梅
高
の
精

神
が
今
後
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

創

創立120周年に向けて希望の桜

往時の心字の池

現在の心字の池



同窓会長あいさつ・同窓会総会　　平成 30 年度予算書・平成 29 年度決算書
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本
年
は
福
島
高
等
学
校
創
立

１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
福
島
高
等
学
校
は
明
治
31
年
福
島

県
第
三
尋
常
中
学
校
と
し
て
創
立
さ

れ
、
そ
の
後
、
福
島
第
三
中
学
校
、

福
島
県
福
島
中
学
校
、
福
島
県
立
福

島
中
学
校
と
改
称
を
重
ね
、
昭
和
23

年
福
島
県
立
福
島
高
等
学
校
と
な
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
母
校
教
職
員

が
一
体
と
な
っ
て
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事

業
、
記
念
式
典
等
の
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
実
行
委
員
会

に
お
い
て
協
議
の
結
果
、
母
校
前
庭

に
設
け
ら
れ
た
「
心
字
の
池
水
」
の

整
備
を
記
念
事
業
と
し
て
採
択
し
ま

し
た
。

　
明
治
41
年
、
皇
太
子
殿
下
（
の
ち

の
大
正
天
皇
）
の
来
校
を
光
栄
に

思
っ
た
生
徒
、
職
員
は
記
念
事
業
と

し
て
「
心
字
の
池
水
」
を
自
分
た
ち

の
手
で
作
る
こ
と
に
し
、
生
徒
が
交

替
で
作
業
に
従
事
し
て
完
成
し
た
池

は
「
不
忘
池
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

「
庭
に
は
湛
ふ
る
心
字
の
池
水
、
穿

ち
し
由
来
は
尊
し
優
し
」
と
校
歌
に

歌
わ
れ
る
「
心
字
の
池
水
」
と
は
そ

の
形
を
示
す
一
般
名
で
あ
り
、
固
有

名
は
「
不
忘
池
」
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
「
福
高
百
年
史
」
）
。

　
東
日
本
大
震
災
の
折
、
池
の
給
水

配
管
等
の
設
備
が
損
壊
し
現
在
ま
で

休
眠
状
態
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
創

立
１
２
０
周
年
を
機
に
不
忘
池
（
心

字
の
池
水
）
の
再
生
を
は
か
る
事
業

は
意
義
深
い
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

池
を
中
心
に
周
辺
の
整
備
も
併
せ
て

実
施
す
る
計
画
で
す
の
で
、
在
校
生

の
皆
さ
ん
に
も
折
々
に
観
賞
し
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
会
員
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
活

発
な
同
窓
会
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

５
月
、
第
２
期
「
一
六
回
奨
学

金
」
奨
学
生
の
募
集
を
し
、
８
月
に

は
４
名
が
第
２
期
奨
学
生
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
奨
学
生
諸
君
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
で
大
い
に
力
を
発

揮
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
26
日
に
は
東
京
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
に
お
い
て
関
東
梅
苑
会
総
会
・

合
同
同
期
会
が
開
催
さ
れ
、
戸
松
哲

男
会
長
（
高
校
19
回
卒
）
は
じ
め
新

役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
14
日
に
は
ハ
ー
ネ
ル
仙
台
に

お
い
て
み
や
ぎ
梅
苑
会
総
会
が
開
催

さ
れ
、
佐
藤
隆
会
長
（
高
校
15
回

卒
）
は
じ
め
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
11
月
24
日
に
は
福
島
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
に
お
い
て
本
会
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
が
、
３
０
０
名
を
超
え
る
会

員
の
熱
心
な
ご
参
加
を
得
て
盛
会
裡

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総

会
に
寄
せ
て
、
本
間
記
念
東
北
整
形

外
科
・
東
北
歯
科
院
長
本
間
哲
夫
氏

（
高
校
17
回
卒
）
に
記
念
講
演
を
お

願
い
し
、
膝
関
節
疾
患
な
ど
専
門
領

域
の
話
に
加
え
て
福
島
高
校
在
学
中

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
折
り
込
ん
だ
味
わ

い
深
い
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

本
年
10
月
６
日
に
は
母
校
創
立

１
２
０
周
年
の
記
念
式
典
・
講

演
会
・
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
す
。

１
２
０
年
に
わ
た
る
母
校
の
歴
史
を

顧
み
未
来
を
展
望
し
な
が
ら
、
諸
共

に
祝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
み
が
え
る

「
心
字
の
池
水
」

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 1,142,911 1,142,911 
(2)入会金 945,000 951,000 卒業生（317名×3,000円）
(3)年会費 2,915,000 3,009,000 卒業生（317名×1,000円)

会員（1,030名)
(4)雑収入 50,000 8 利息等
(5)繰入金 500,000 1,000,000 母校後援会会計より

合　　計 5,552,911 6,102,919

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 8,994,793 8,994,793 
(2)会費 1,500,000 1,245,000 卒業生（317名×1,000円）

会員（638名）
(3)雑収入 1,500 1,077 利息、CD売り上げ

合　　計 10,496,293 10,240,870 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)繰越金 3,198,487 3,198,487 
(2)積立金 500,000 500,000 母校後援会会計より29年度分
(3)雑収入 300 26 利息

合　　計 3,698,787 3,698,513 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)繰越金 1,000,000 1,000,000 
(2)寄付金 3,500,000 11,500,000 H29年度以降分
(3)雑収入 50 44 利息

合　　計 4,500,050 12,500,044 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)繰越金 1,450,702 1,450,702 
(2)積立金 200,000 0 母校後援会会計より
(3)同窓会梅基金 900,000 632,000 同窓会会員（458名）
(4)雑収入 100 600,013 寄付金、利息

合　　計 2,550,802 2,682,715 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)飛び梅交際費 400,000 383,734 旅費、接待費、諸経費
(2)飛び梅管理費 40,000 43,964 額代、消毒代
(3)予備費 2,110,802 0 

合　　計 2,550,802 427,698 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)後援会費 1,000,000 151,740 同窓会HP開設・更新、タオル・

クリアファイル・CDプレス等
(2)部活動助成 700,000 338,200 全国大会出場助成等
(3)梅苑会館維持管理費 500,000 500,000 
(4)太宰府梅基金積み立て 200,000 0 
(5)予備費 9,169,582 1,000,000 一般会計への繰り入れ

合　　計 11,569,582 1,989,940 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)修繕費 200,000 456,903 梅苑会館修繕費（布団代、冷蔵庫代）

合　　計 0 456,903 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)交付金 3,500,000 2,000,000 H29年度交付金（４名）

合　　計 0 2,000,000 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 687,112 
(2)入会金 945,000 卒業生（315名×3,000円）
(3)年会費 2,915,000 卒業生（315×1,000円）

同窓会会員（約1,300名×2,000円）
(4)雑収入 30,000 利息、寄付金等
(5)繰入金 500,000 母校後援会会計より

合　　計 5,077,112 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
１.事業費 3,670,000 

(1)総会費 680,000 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 2,680,000 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(3)母校後援費 280,000 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 30,000 

２.運営費 895,000 
(1)会議費 200,000 役員会、幹事会
(2)事務諸費 5,000 振り込み手数料他
(3)交際費 100,000 関東・みやぎ梅苑会お祝い、職員餞別、その他
(4)慶弔費 20,000 
(5)通信費 40,000 切手、葉書代
(6)旅　費 500,000 関東・みやぎ梅苑会出席者旅費
(7)雑　費 30,000 

３.予備費 512,112 
合　　計 5,077,112 

項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
１.事業費 3,580,000 3,637,070 

(1)総会費 600,000 679,346 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 2,600,000 2,675,004 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(3)母校後援費 280,000 282,720 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 100,000 0 

２.運営費 855,000 1,068,737 
(1)会議費 250,000 195,257 H28年第２回、Ｈ29年第１回役員会
(2)事務諸費 5,000 振り込み手数料、文具費
(3)交際費 150,000 85,000 関東･みやぎ梅苑会参加費、転出者餞別
(4)慶弔費 100,000 0 
(5)通信費 50,000 36,116 往復葉書、切手
(6)旅　費 250,000 752,364 関東･みやぎ梅苑会出席旅費
(7)雑　費 50,000 0 

３.会員名簿管理費 710,000 710,000 H28年度分会員名簿管理費
４.予備費 1,209,792 0 

合　　計 6,354,792 5,415,807 

平成30年度 一般会計予算書 平成29年度 一般会計決算書

平成29年度 母校後援会決算書

平成29年度 福島高校同窓会梅苑会館維持管理会計決算書

平成29年度 福島高校同窓会一六回奨学金会計決算書

平成29年度 県立福島高校同窓会太宰府梅基金会計決算書

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 8,250,930 
(2)会費 1,250,000 卒業生（315名×1,000円）、同窓会会員（約650名）
(3)雑収入 1,100 利息等

合　　計 9,502,030 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 3,241,610 
(2)積立金 500,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 50 利息等

合　　計 3,741,660 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 10,500,044 
(2)同窓会寄付金 0 
(3)雑収入 50 利息

合　　計 10,500,094 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 2,255,017 
(2)同窓会梅基金 650,000 同窓会会員（約460名）
(4)雑収入 100 利息等

合　　計 2,905,117 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)後援会費 500,000 HP更新、母校への助成等
(2)部活動助成 500,000 全国大会出場の部への激励金
(3)梅苑会館維持管理費 500,000 
(4)会員名簿管理費 710,000 H29年度
(5)予備費 7,292,030 繰入金等

合　　計 9,502,030 
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)修繕費 200,000 
(2)予備費 3,541,660 

合　　計 3,741,660 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)交付金 3,500,000 H30年度交付金（７名）
(2)予備費 7,000,094 

合　　計 10,500,094 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)飛び梅交際費 400,000 交際費、接待費、諸経費等
(2)飛び梅管理費 40,000 肥料・消毒代等
(3)予備費 2,465,117 

合　　計 2,905,117 
項目間の流用をお認め願います。

平成30年度 母校後援会予算書

平成30年度 福島高校同窓会梅苑会館維持管理会計予算書

平成30年度 一六回奨学金会計予算書

平成30年度 県立福島高校同窓会太宰府梅基金会計予算書

収入決算額･･･6,102,919円　支出決算額･･･5,415,807円　次年度へ繰越額･･･687,112円

収入決算額･･･10,240,870円　支出決算額･･･1,989,940円　次年度へ繰越額･･･8,250,930円

収入決算額･･･3,698,513円　支出決算額･･･456,903円　次年度へ繰越額･･･3,241,610円

収入決算額･･･12,500,044円　支出決算額･･･2,000,000円　次年度へ繰越額･･･10,500,044円

収入決算額･･･2,682,715円　支出決算額･･･427,698円　次年度へ繰越額･･･2,255,017円

　
平
成
29
年
度
「
福
高
同
窓
会
総
会
」
が

11
月
24
日
（
金
）
18
時
か
ら
ホ
テ
ル
福
島

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
本
間
記
念
東
北
整
形
外

科
・
東
北
歯
科
院
長
の
本
間
哲
夫
氏
（
高

校
17
回
卒
）
に
よ
る
「
骨
と
膝
と
思
い

出
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

膝
関
節
を
中
心
と
し
た
手
術
例
等
の
資
料

を
提
示
し
な
が
ら
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
、
熱
く
講
演
頂
き
ま
し
た
。
時
折
映
し

出
さ
れ
た
昭
和
40
年
頃
の
福
島
市
内
の
写

真
に
、
出
席
者
か
ら
当
時
を
懐
か
し
む
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
、
会

長
・
校
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
各
議
案
の

承
認
、
役
員
改
選
に
よ
り
渡
辺
会
長
の
再

任
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
行
わ
れ

た
懇
親
会
も
盛
況
で
あ
り
、
最
後
は
応
援

団
Ｏ
Ｂ
の
指
揮
の
も
と
校
歌
を
高
ら
か
に

歌
い
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

平成30年度予算書（29年９月１日〜30年8月31日） 平成29年度決算書（28年９月１日〜29年8月31日）

同窓会会長
渡辺 健寿

（高校第17回卒）

福高

同窓会総会



梅校ＯＢインタビュー　　梅校ＯＢインタビュー

7 6

関
東
梅
苑
会
だ
よ
り

あ
だ
名
は「
パ
ン
屋
」

―
―
高
校
生
活
に
つ
い
て
。

毎
日
、
保
原
町
（
現
伊
達
市
）
か

ら
自
転
車
か
バ
ス
で
通
学
し
て
い
ま

し
た
。
自
転
車
は
約
15
キ
ロ
の
道
の

り
を
45
分
ぐ
ら
い
か
け
て
通
っ
て
い

ま
し
た
。

１
年
の
こ
ろ
の
あ
だ
名
は
「
パ
ン

屋
」
で
し
た
。
午
前
中
に
腹
が
減
る

と
山
崎
パ
ン
の
「
ソ
フ
ト
フ
レ
ッ

シ
ュ
」
と
い
う
菓
子
パ
ン
を
毎
日
食

べ
て
い
た
の
で
同
級
生
に
付
け
ら
れ

た
も
の
で
し
た
。
あ
の
こ
ろ
の
同
級

生
と
は
、
い
ま
で
も
飲
み
に
行
く
大

切
な
仲
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

入
学
当
初
は
合
唱
部
に
少
し
在
籍

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
部
活

動
は
や
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
体
育
の

授
業
で
懸
垂
を
や
ら
さ
れ
、
途
中
で

落
っ
こ
ち
る
よ
う
な
身
の
入
っ
て
い

な
い
生
徒
で
し
た
。
加
え
て
今
は
そ

う
で
も
な
い
の
で
す
が
、
小
中
学
校

時
代
は
吃
音
が
あ
っ
て
、
い
つ
も

む
っ
つ
り
と
し
た
無
口
な
子
ど
も
で

し
た
。
祖
父
か
ら
は
「
言
葉
で
は

な
い
。
気
持
ち
が
伝
わ
れ
ば
い
ん

だ
」
と
い
つ
も
励
ま
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
福
高
に
合
格
し
た
と
き
も
「
朗

読
の
勉
強
を
し
ろ
」
と
応
援
し
て
く

れ
、
朝
日
新
聞
の
「
天
声
人
語
」
を

声
に
出
し
て
毎
日
読
み
続
け
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
い
や
だ
っ
た
現
代

国
語
の
朗
読
が
上
手
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
人
と
話
す
の
は
し
ば
ら
く
苦
手

で
し
た
。
多
分
に
精
神
的
な
も
の
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

入
学
し
て
か
ら
の
学
校
の
成
績
は

４
５
０
人
中
２
０
０
番
ぐ
ら
い
で
し

た
。
数
学
な
ん
か
も
全
然
で
き
ま
せ

ん
。
１
年
の
担
任
が
数
学
の
川
村
先

生
だ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
る
と
き
面

談
で
「
僕
に
は
数
学
の
セ
ン
ス
が
な

い
ん
で
す
」
と
話
し
た
ら
激
怒
さ
れ

て
「
巨
人
の
王
選
手
だ
っ
て
練
習
し

「
数
学
だ
っ
て
練
習
」。 

担
任
の
叱
咤
に
奮
起

自
主
性
重
ん
じ
る
自
由
な
校
風
に
心
地
よ
さ

サッポロビール株式会社
代表取締役社長
サッポロホールディングス株式会社
常務グループ執行役員

髙島 英也さん
（高校30回）

た
か
ら
う
ま
く
な
っ
た
ん
だ
。
数
学

だ
っ
て
同
じ
だ
。
練
習
な
ん
だ
。
問

題
を
解
い
た
ら
、
で
き
な
く
て
も
解

答
か
ら
理
解
し
て
、
そ
れ
を
丸
暗

記
し
て
み
ろ
」
と
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
先
生
の
言
う
と
お
り
に
し
た

ら
、
い
つ
の
ま
に
か
数
学
が
得
意
に

な
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
母
の
口
癖

で
す
が
、「
あ
な
た
は
私
に
似
て
頭

が
悪
い
ん
だ
か
ら
、
人
よ
り
努
力
し

ろ
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
い
ま

で
も
良
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

福
高
に
は
ユ
ニ
ー
ク
で
す
ば
ら
し

い
先
生
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
な
か
で
も
倫
理
社
会
の
安

斎
先
生
に
は
救
わ
れ
ま
し
た
。
好
き

な
哲
学
の
本
の
感
想
を
ま
と
め
る
授

業
で
、
父
に
薦
め
ら
れ
た
和
辻
哲
郎

の
『
風
土
』
を
読
ん
で
自
分
な
り
の

考
察
を
加
え
て
発
表
し
た
ら
、
大
絶

賛
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
経

験
は
当
時
の
私
に
と
っ
て
大
き
な
自

信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

あ
と
思
い
出
す
の
は
「
標
準
テ
ス

ト
」
の
こ
と
で
す
ね
。
い
ま
も
そ
う

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
試
験
監
督
の

先
生
が
解
答
用
紙
を
配
る
と
教
室
か

ら
出
て
行
っ
て
終
了
す
る
ま
で
帰
っ

て
こ
な
い
。
そ
ん
な
生
徒
の
自
主
性

や
自
律
心
に
ま
か
せ
る
自
由
な
校
風

も
心
地
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
福
高
は

生
徒
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
教
育
環

境
だ
っ
た
と
い
ま
で
も
思
っ
て
い
ま

す
。大

学
は
ラ
グ
ビ
ー
一
筋

―
―
大
学
は
な
ぜ
農
学
部
を

　
　
選
ん
だ
の
で
す
か
。

進
路
指
導
の
際
に
２
年
と
３
年
の

担
任
だ
っ
た
半
沢
先
生
か
ら
「
お
ま

え
は
何
が
得
意
と
い
う
科
目
は
な
い

よ
な
。
何
に
な
り
た
い
と
か
、
ま
だ

な
い
だ
ろ
う
？
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
理
学
部
も
頭
に
あ
り
ま
し
た

が
、
学
校
の
先
生
と
か
学
者
に
興
味

も
な
か
っ
た
の
で
、
農
学
部
は
つ
ぶ

し
が
利
く
の
で
は
と
い
う
軽
い
考
え

で
し
た
。

大
学
に
入
学
し
て
か
ら
は
ラ
グ

ビ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
動
機
は
た
く

ま
し
く
な
り
た
か
っ
た
か
ら
と
い
う

単
純
な
も
の
で
す
。
入
学
時
の
体
重

は
67
キ
ロ
。
私
は
背
が
高
い
の
で
痩

せ
型
で
し
た
。
ま
だ
今
の
よ
う
に
ウ

エ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て

い
な
い
時
代
で
し
た
。
で
も
自
分
た

ち
な
り
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
考

え
て
、
１
０
０
キ
ロ
の
ベ
ン
チ
プ
レ

ス
が
上
が
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
東
北
地
区
の
大
学
ラ
グ

ビ
ー
は
東
北
大
、
東
北
学
院
大
、
岩

手
大
の
３
校
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い

ま
し
た
。
イ
ン
カ
レ
の
地
区
大
会
で

は
岩
手
大
に
次
ぐ
準
優
勝
。
全
国
大

会
で
は
東
京
学
芸
大
に
12
対
14
で
敗

れ
ま
し
た
。
で
も
後
半
は
12
対
０
で

追
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
の
４
年
間
は
勉
強
も
頑
張
り
ま

し
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
一
筋
の
学
生
生

活
で
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
か
ら
学
ん
だ

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
ず

身
体
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
走
っ
た

り
、
身
体
を
ぶ
つ
け
る
よ
う
な
運
動

は
筋
骨
や
内
臓
を
強
く
し
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。
大
学
時
代
は
ち
ょ
う

ど
社
会
人
の
新
日
鉄
釜
石
が
全
盛
期

で
、
３
年
連
続
で
夏
合
宿
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
練
習
は
30
分

間
ず
っ
と
転
が
っ
て
は
立
つ
こ
と
の

繰
り
返
し
の
よ
う
な
地
道
な
反
復
練

習
で
す
。
練
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
の

セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
は
仕
事

の
参
考
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ビ
ー
ル
づ
く
り
30
年

―
―
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
に

　
　
入
社
し
た
き
っ
か
け
は
。

実
家
の
最
寄
り
駅
だ
っ
た
Ｊ
Ｒ
東

北
本
線
の
伊
達
か
ら
仙
台
に
向
か
う

途
中
、
名
取
の
駅
前
に
当
社
の
工
場

が
見
え
る
ん
で
す
。
学
生
時
代
の
あ

る
と
き
、
一
緒
に
乗
っ
て
い
た
母
が

工
場
を
指
差
し
て
「
あ
ん
な
会
社
に

行
け
る
と
い
い
ね
」
と
何
気
な
く
話

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
現
在
の
仙
台
工
場
で
す
。
私
も

２
０
０
７
年
か
ら
２
年
間
、
工
場
長

を
務
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
も
し
か
し

た
ら
、
あ
の
何
気
な
い
ひ
と
こ
と
が

入
社
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
な
と
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま

す
。社

会
人
生
活
35
年
の
う
ち
30
年

が
ビ
ー
ル
づ
く
り
の
仕
事
で
し
た
。

ビ
ー
ル
は
、
簡
単
に
い
う
と
酵
母
の

代
謝
生
産
物
を
味
わ
う
飲
み
物
。
高

い
品
質
の
ビ
ー
ル
を
作
る
た
め
に
製

造
現
場
が
す
る
こ
と
は
、
人
で
い
う

と
こ
ろ
の
酵
母
の
「
健
康
管
理
」
で

す
。
大
事
な
こ
と
は
酵
母
の
食
べ
物

と
な
る
原
料
を
い
か
に
吟
味
す
る
か

に
か
か
っ
て
き
ま
す
。
大
麦
や
ホ
ッ

プ
の
品
種
改
良
な
ど
も
常
に
求
め
ら

れ
て
お
り
、
と
き
に
は
経
済
合
理
性

に
反
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も

そ
ん
な
努
力
が
何
杯
飲
ん
で
も
飲
み

飽
き
な
い
ビ
ー
ル
づ
く
り
を
支
え
て

い
ま
す
。
そ
の
秘
訣
は
ほ
と
ん
ど
が

先
輩
か
ら
の
口
頭
伝
承
。
実
際
、
工

場
で
は
味
づ
く
り
の
作
業
標
準
書
は

な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。
創
業
以
来
、

１
４
１
年
に
わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

工
場
が
「
お
れ
の
ビ
ー
ル
が
一
番
う

ま
い
」
と
思
っ
て
味
を
磨
き
続
け
て

い
ま
す
。

当
社
の
主
力
商
品
で
あ
る
「
黒
ラ

ベ
ル
」
は
発
売
以
来
、
40
年
に
な
り

ま
す
が
、
現
在
も
ご
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
競
合
社
も
含
め
て
よ
く
ご
質

問
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、「
お
い
し

い
か
ら
で
す
よ
」（
笑
）
と
答
え
て

い
ま
す
。
お
正
月
恒
例
の
箱
根
駅
伝

へ
の
協
賛
も
１
９
８
７
年
以
来
、
今

年
で
32
回
を
迎
え
ま
し
た
。
で
も
当

時
か
ら
変
わ
ら
ず
協
賛
し
て
い
る
の

は
当
社
だ
け
で
す
。
ビ
ー
ル
づ
く
り

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
そ
ん

な
地
味
で
息
の
長
い
取
り
組
み
が
お

客
様
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
理
由
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。

震
災
復
興
支
援
を
継
続

―
―
東
日
本
大
震
災
で
は
東
北
地
方

　
　
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

サ
ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で

は
、震
災
直
後
か
ら
「
次
世
代
育
成
」

「
物
産
品
の
消
費
促
進
」「
情
報
発
信
」

に
重
点
を
置
い
た
東
北
復
興
支
援
活

勉強とラグビーに熱中していた大学時代

工場での勤務のころ（後列左から４人目が高島さん）

動
に
グ
ル
ー
プ
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
支
援
イ
ベ
ン
ト
の
売
上
金

や
株
主
優
待
制
度
を
通
じ
た
株
主
様

か
ら
の
寄
付
に
同
額
を
加
え
た
支
援

を
元
に
、
仮
設
住
宅
な
ど
に
暮
ら
す

小
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た

「
放
課
後
学
校
」
を
開
設
す
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
支
援
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
社
員
と
そ

の
家
族
に
よ
る
被
災
地
域
の
視
察
と

支
援
を
兼
ね
た
訪
問
旅
行
も
続
け
て

い
ま
す
。
震
災
当
時
、中
学
生
で「
放

課
後
学
校
」
を
利
用
し
、
大
学
に
進

学
し
た
女
性
か
ら
、「
二
十
歳
に
な
っ

て
最
初
に
飲
ん
だ
お
酒
は
サ
ッ
ポ
ロ

の
黒
ラ
ベ
ル
で
し
た
」
と
い
う
感
想

を
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
思
わ
ず
涙

が
こ
み
上
げ
ま
し
た
。
震
災
か
ら
時

間
が
経
過
し
て
も
、
地
道
で
継
続
的

な
取
り
組
み
が
大
事
で
あ
る
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

福
島
県
で
も
県
合
唱
連
盟
と
県
吹

奏
楽
連
盟
が
、
昨
年
は
い
わ
き
、
今

年
は
郡
山
に
お
い
て
、
合
同
で
開
催

す
る
復
興
祈
念
特
別
演
奏
会
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
当
時
福
高
で
合
唱
部

を
指
導
さ
れ
て
い
た
高
麗
先
生
は
じ

め
指
導
者
の
育
成
方
針
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
福
島
県
の

音
楽
文
化
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
支
援

を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
福
高
後
輩
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
大
学
生
に
な
っ
て
も
自
分
が

何
に
な
り
た
い
か
は
っ
き
り
し
な
い

日
々
が
続
い
て
、「
こ
の
ま
ま
で
は

い
け
な
い
」
と
い
う
満
た
さ
れ
な
い

悔
し
さ
や
不
安
が
い
つ
も
あ
り
ま
し

た
。
人
生
の
あ
る
局
面
で
適
度
な
不

安
は
必
要
で
す
。
現
状
に
満
足
す
る

と
人
は
成
長
し
な
く
な
り
ま
す
。
今

の
不
満
足
な
自
分
を
素
直
に
受
け
止

め
て
、
む
し
ろ
活
用
す
る
ぐ
ら
い
が

ち
ょ
う
ど
良
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に「
健
康
で
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
」

と
言
い
た
い
。
戦
中
戦
後
を
ふ
ん
ど

し
ひ
と
つ
で
頑
張
っ
て
き
た
祖
父
の

教
え
で
す
。

た
か
し
ま
・
ひ
で
や

１
９
５
９
年
生
ま
れ
。
１
９
７
５

年
保
原
中
卒
、
１
９
７
８
年
福
島

高
校
卒
、
１
９
８
２
年
東
北
大
学

農
学
部
卒
、
同
年
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
株
式
会
社
入
社
、
58
歳
。
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平
成
29
年
度
み
や
ぎ
梅
苑
会
総
会

が
９
月
14
日
（
木
）
仙
台
市
青
葉
区

の
ハ
ー
ネ
ル
仙
台
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
は
大
学
生
か
ら
ご
来
賓
を
含

む
80
歳
代
ま
で
71
名
の
出
席
者
が
集

い
開
会
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
は
上
田
信
洋
氏
（
高
43
回
）

の
司
会
の
も
と
物
故
会
員
に
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
鈴
木
征
夫
会
長
（
高
12

回
）
が
「
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
、

同
窓
会
を
盛
り
上
げ
、
来
年
の
創
立

1
2
0
年
式
典
へ
協
力
し
円
滑
に

進
め
た
い
」
と
挨
拶
し
議
長
席
に
着

き
ま
し
た
。

議
案
と
し
て
①
平
成
28
年
度
事
業

報
告
・
会
計
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
、

②
平
成
29
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算

案
、
③
役
員
改
選
が
審
議
さ
れ
何
れ

も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
征
夫
会
長
（
高
12
回
）
お
よ
び

歌
川
和
夫
事
務
局
長
（
高
17
回
）
が

顧
問
に
就
任
さ
れ
、
後
任
と
し
て
会

長
に
佐
藤
隆
氏
（
高
15
回
）、
事
務

局
長
に
菅
野
剛
広
氏
（
高
34
回
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
懇
親
会
は
同
窓
会
の
渡
辺

健
寿
会
長
、
久
米
允
彦
副
会
長
、
母

校
よ
り
菅
野
誠
校
長
、
半
沢
裕
介
後

援
会
長
、
赤
井
畑
直
明
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

関
東
梅
苑
会
よ
り
戸
松
哲
男
会
長
、

島
田
久
事
務
局
長
、
同
窓
会
本
部
よ

り
中
原
勝
事
務
局
次
長
、
菅
野
祐
智

事
務
局
次
長
、
今
関
達
也
前
事
務
局

長
を
ご
来
賓
に
お
迎
え
し
て
開
会
い

た
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
を
代
表
し
て
渡
辺
健

寿
会
長
、
菅
野
誠
校
長
か
ら
ご

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
特
に
校

長
か
ら
は
国
内
外
の
高
校
生
の

交

流

事

業
「
H
e
l
l
o
! 

F
U
K
U
S
H
I
M
A 

F
O
O
D
S
! 

～
海
外
の
高
校
生

と
発
信
す
る
福
島
の
食
～
」
の
紙
面

の
配
布
を
受
け
、
文
武
両
面
で
活
躍

す
る
母
校
の
生
徒
の
様
子
を
聞
き
ま

し
た
。

懇
親
会
で
は
、
仙
台
市
を
拠
点
に

演
奏
活
動
を
す
る
フ
リ
ー
の
チ
ェ
ロ

奏
者
塚
野
淳
一
氏
（
高
23
回
）
が
演

奏
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
で
養

蜂
、果
樹
園
を
営
む
佐
藤
達
彦
氏（
高

47
回
）
が
梨
と
蜂
蜜
を
、
Ｊ
Ｒ
本
宮

駅
前
で
大
天
狗
酒
造
を
営
む
小
針
沙

織
氏
（
高
58
回
）
が
仙
台
で
は
手
に

入
ら
な
い
酒
を
紹
介
・
販
売
い
た
し

ま
し
た
。
楽
天
野
球
団
に
勤
務
す
る

武
石
真
氏
（
高
63
回
）
が
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
グ
ッ
ツ
を
大
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
会
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
合
唱
部
Ｏ
Ｂ
の
西
村
晃

一
氏
（
高
28
回
）、
駒
場
悟
氏
（
高

32
回
）
両
氏
の
リ
ー
ド
に
よ
り
出
席

者
全
員
で
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
い
上

げ
、
第
90
代
応
援
団
長
で
あ
る
佐
久

間
崇
裕
氏
（
高
41
回
）
の
リ
ー
ド
に

よ
り
全
員
に
よ
る
応
援
歌
と
エ
ー
ル

に
て
熱
気
は
更
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。

最
後
に
関
口
哲
雄
副
会
長
（
高
20

回
）
の
閉
会
挨
拶
で
１
年
後
の
再
会

を
期
し
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

み
や
ぎ
梅
苑
会
だ
よ
り

＝
広
げ
よ
う
！ 

親
睦
と
交
流
の
輪
を 

み
や
ぎ
梅
苑
会
＝

み
や
ぎ
梅
苑
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

column

平
成
29
年
６
月
２
日
～

７
日
仙
台
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
に
て
絵
画
個
展
を
開
催

し
、
約
８
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

佐
藤
和
達
氏
は
昭
和
27

年
３
月
福
島
高
校
を
卒
業

し
平
成
11
年
東
北
電
力
退
職
後
、
初
め
て
絵
筆
を
と
り
「
亜
流
を

排
し
、
我
流
を
貫
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
描
い
た
油
絵
・
水
彩
・
オ

イ
ル
パ
ス
テ
ル
・
版
画
・
書
な
ど
総
数
53
点
の
作
品
（
風
景
・
人

物
・
心
象
画
）
を
展
示
し
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

掲
載
写
真
の
題
名
「
柱
礎
」（
Ｆ
80
号
）
は
第
79
回
河
北
美
術

展
（
主
催
：
河
北
新
報
社
）
に
て
一
力
次
郎
賞
を
受
賞
し
た
作
品

で
、
審
査
員
の
村
田
省
蔵
氏
（
日
展
）
か
ら
「
人
間
を
感
じ
る
よ

う
な
柱
の
作
り
方
が
面
白
い
。
鐘
楼
の
柱
を
曲
げ
た
と
こ
ろ
に
絵

の
動
き
が
あ
る
。
黒
の
使
い
方
が
う
ま
い
。」
と
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

同
氏
は
平
成
８
年
10
月
に
歌
川
和
夫
氏
（
高
17
回
）
ら
と
と
も

に
発
起
人
と
な
り
、
昭
和
42
年
に
母
校
の
創
立
70
周
年
を
記
念
し

て
設
立
さ
れ
た
「
福
島
高
校
同
窓
会
宮
城
県
支
部
」
の
支
部
再
建

に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
で
す
。

ま
た
、
同
氏
か
ら
、
母
校
創
立
１
２
０
周
年
を
節
目
に
美
術
愛

好
サ
ー
ク
ル
「
仮
称
：（
梅
の
會
絵
画
会
）」
を
作
っ
て
絵
画
展
を

目
指
し
た
い
と
抱
負
を
語
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
絵
画
展
出
品

を
希
望
の
方
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。【
連
絡
先
：
赤

間
克
己
（
高
16
回
）
０
２
２-

７
４
６-

５
７
２
３
】

【プロフィール】
1970 年福島市生まれ。昭和 63 年福高卒、横浜国大工学部卒。つかこう
へい劇団第 1 期生として「鎌田行進曲完結編～銀ちゃんが逝く」でデビュー。
2007 年フジ「SP ～警視庁警備部警備課 4 係」石田光男役でブレークし、数々
のドラマ、映画、芝居、CM で活躍中。ヒラタオフィス所属。

【最近の主な出演】
テレビ／ TBS「小さな巨人」、NHK「連続テレビ小説 マッサン」、フジ「セ
シルのもくろみ」、NHK「大河ドラマ 八重の桜」、NHK「大河ファンタジー 
精霊の守り人」、テレ朝「仮面ライダー オーズ」、WOWOW「きんぴか」、
映画／「進撃の巨人」、「シン・ゴジラ」、演劇／「つかこうへい　Triple 
impact ～初級革命講座・飛龍伝～」、CM ／黄桜「生酛山廃」、ネスレ「バ
リスタアイ」、富士重工業「WRX S4 再開編」　ほか多数出演

梅
の
香
り
を
胸
に
秘
め
て

～
高
校
４
回
卒
業

佐
藤
和
達
氏　
初
の
個
展
開
催
～
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スペシャルゲスト

学
生
時
代

小
学
校
は
父
親
の
転
勤
で
福
島
市
内
の

大
森
、
浜
通
り
の
原
町
、
宮
城
の
多
賀
城

と
転
校
し
、
中
学
校
は
１
学
年
13
ク
ラ
ス

も
あ
る
信
陵
中
で
３
年
間
過
ご
し
ま
し
た
。

部
活
動
は
中
学
で
は
バ
ス
ケ
部
、
福
高

で
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
入
り
ま
し
た
が
、

当
時
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
練
習
は
と
て

も
厳
し
く
、
入
学
し
た
ば
か
り
の
自
分
に

と
っ
て
は
精
神
的
に
も
技
術
的
に
も
心
が

折
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

し
た
。
夏
合
宿
で
は
、
福
島
特
有
の
暑
さ

と
盛
り
沢
山
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
ご
飯

も
喉
を
通
ら
ず
、
挙
句
の
果
て
に
練
習
中

に
骨
折
し
て
し
ば
ら
く
休
部
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
休
部
中
、
仲
間
か
ら
は
随

分
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
復
帰
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
頃
は
授
業
の
カ
ッ
ト
制
度
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て

い
る
の
は
、
１
日
の
授
業
が
１
コ
マ
し
か

な
か
っ
た
日
の
出
来
事
で
す
。「
こ
の
授

業
が
カ
ッ
ト
に
な
れ
ば
今
日
は
帰
れ
る
ん

じ
ゃ
ね
？
！
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
て
、

授
業
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
時
に
何
処

か
ら
と
も
な
く「
カ
ッ
ト
！
」「
カ
ッ
ト
！
」

の
カ
ッ
ト
コ
ー
ル
が
沸
き
上
が
っ
て
し

ま
い
、
先
生
が
大
激
怒
し
職
員
室
に
帰
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
す

が
に
級
長
が
青
く
な
っ
て
、
職
員
室
で
先

生
に
平
謝
り
で
お
詫
び
し
て
授
業
再
開
と

な
っ
た
の
で
す
が
、
物
理
の
授
業
だ
っ
た

の
で
居
眠
り
者
続
出
と
い
う
オ
チ
付
き
の

出
来
事
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

演
劇
と
の
出
会
い

福
島
を
脱
出
し
た
い
・
東
京
に
行
き
た

い
と
い
う
思
い
で
２
回
目
の
大
学
受
験
で

は
な
ん
と
か
合
格
し
た
の
で
す
が
、
入
学

し
て
満
足
し
て
し
ま
い
次
の
目
標
を
見

失
っ
て
し
ま
っ
た
感
じ
に
な
り
ま
し
た
。

２
年
生
の
春
、
高
校
時
代
の
友
達
に
誘

わ
れ
て
見
た
演
劇
で
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
の
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
、
直
ぐ
自
分
の

大
学
の
演
劇
サ
ー
ク
ル
に
入
部
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
芝
居
に
の
め
り
込
ん
で
い
た
の

で
す
が
、
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た
先
輩

た
ち
の
卒
業
で
サ
ー
ク
ル
自
体
が
空
中
分

解
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
高
校
の
部
活

の
よ
う
に
中
途
半
端
で
終
わ
り
た
く
な
い

と
い
う
気
持
ち
が
募
り
、
演
劇
養
成
所
に

通
う
決
意
を
し
ま
し
た
。

就
職
せ
ず
に
役
者
の
道
に
進
む
こ
と
に

つ
い
て
、
親
か
ら
は
大
反
対
さ
れ
る
も
の

と
覚
悟
し
て
い
た
の
で
す
が
、
意
外
と
す

ん
な
り
認
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
後
か
ら

聞
い
た
の
で
す
が
、
父
親
は
“
自
分
で

決
め
た
の
だ
か
ら
そ
れ
で
い
い
”
と
言
い
、

母
親
は
“
幼
い
頃
か
ら
こ
の
子
は
普
通
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
感

じ
て
い
た
”
そ
う
で
す
。

プ
ロ
の
役
者
へ
の
道

演
劇
養
成
所
の
後
に
「
北
区
つ
か
こ
う

へ
い
劇
団
」
１
期
生
に
応
募
し
、
１
次
・

２
次
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。
毎
日
の
稽

古
が
毎
日
17
～
23
時
ま
で
あ
り
、
稽
古
中

は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
怒
号
が
飛
び
交
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
ダ
ン
ス
練
習
・
ア
ク
シ
ョ
ン
練

習
、
あ
ら
ゆ
る
発
声
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
帰
宅
す
る
と
汗
び
っ
し
ょ
り
の

３
～
４
枚
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
洗
濯
す
る
生
活

で
し
た
。
結
果
的
に
は
４
か
月
後
、
最
後

に
残
っ
た
の
は
自
分
を
入
れ
て
た
っ
た
の

２
人
。
最
終
審
査
の
後
に
初
め
て
つ
か
こ

う
へ
い
さ
ん
と
お
会
い
し
、「
秋
か
ら
の

福
岡
で
の
芝
居
に
出
て
欲
し
い
」
と
言
わ

れ
て
、
初
め
て
ギ
ャ
ラ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
土
日
の
電
気
工
事
作
業
で
月
収

８
万
円
、
劇
団
の
月
謝
と
ア
パ
ー
ト
代
が

そ
れ
ぞ
れ
２
万
円
で
し
た
の
で
、
初
め
て

の
ギ
ャ
ラ
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
ギ
ャ
ラ
で
何
か
月
生
き
て
い
け
る
だ

ろ
う
!?
と
思
い
ま
し
た
。

世
間
で
自
分
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
２
０
０
７
年
に
放
映
さ
れ
た

深
夜
ド
ラ
マ
「
Ｓ
Ｐ
」
で
す
。
深
夜
帯

で
21
％
と
い
う
驚
異
的
な
視
聴
率
だ
っ
た

こ
と
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
ド
ラ
マ
や
芝
居
に
出
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
見
た
人
か
ら
“
元
気

が
出
ま
し
た
”“
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
”

な
ど
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
時
が
役
者
冥

利
に
尽
き
ま
す
し
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と

思
う
瞬
間
で
す
。

俳優 神尾 佑さん
（高校40回）

◦日時：平成30年5月25日（金）
 【受付】18時
 【開宴】18時半
◦会場：東京グリーンパレス（麹町）

詳しくはホームページで！



母校だより　　進学展望

大学合格者数（過年度卒を含む）

項 平成
29年

平成
28年

平成
27年

平成
26年

合

格

者

数

国

公

立

大

北 海 道 大 4 6 10 6
岩 手 大 5 5 2 4
東 北 大 34 40 41 37
山 形 大 12 14 12 10
福 島 大 36 29 24 21
茨 城 大 2 8 4 2
筑 波 大 5 6 6 9
宇 都 宮 大 3 3 0 4
埼 玉 大 10 8 5 6
千 葉 大 8 12 7 15
東 京 大 3 6 5 6
東 京 外 語 大 2 2 2 1
東 京 工 業 大 3 1 0 5
一 橋 大 0 0 0 5
横 浜 国 立 大 3 4 2 6
新 潟 大 20 16 13 15
京 都 大 2 2 3 4
そ の 他 26 29 26 22
県 立 医 科 大 20 17 15 24
高 崎 経 済 大 2 1 3 4
そ の 他 18 13 11 5
小 計 218 222 191 211

私

立

大

慶 應 義 塾 大 7 11 14 15
早 稲 田 大 23 27 20 27
中 央 大 35 31 42 41
明 治 大 27 27 31 39
法 政 大 25 33 25 41
立 教 大 14 9 15 17
日 本 大 23 18 12 13
東 北 学 院 大 6 7 5 13
同 志 社 大 4 2 3 7
そ の 他 239 278 262 239
小 計 403 443 429 452

準 大 学 2 2 1 2
短 期 大 学 0 3 1 3
各 種 学 校 1 4 0 0
合 計 624 674 622 668

就 職 3 0 0 0

入試出願状況（現役の延べ数・推薦、AOは含まない）2月6日現在

項 大学名 平成
30年

平成
29年

平成
28年

平成
27年

国

公

立

大

北 海 道 大 11 16 16 15
岩 手 大 3 11 6 6
東 北 大 77 59 75 95
山 形 大 16 23 34 6
福 島 大 69 68 89 63
茨 城 大 9 8 17 12
筑 波 大 9 18 12 12
宇 都 宮 大 11 6 3 5
埼 玉 大 19 14 13 9
千 葉 大 26 31 29 18
東 京 大 14 10 10 18
東 京 外 語 大 4 5 3 0
東 京 工 業 大 3 6 3 6
一 橋 大 2 0 0 6
横 浜 国 立 大 6 2 8 6
新 潟 大 46 52 27 34
京 都 大 2 4 6 5
そ の 他 62 66 44 81
県 立 医 科 大 33 22 28 49
県 立 会 津 大 3 3 1 1
高 崎 経 済 大 14 7 6 9
そ の 他 21 46 40 33

私

立

大

東 北 学 院 大 16 13 15 3
青 山 学 院 大 28 19 14 23
慶 應 義 塾 大 12 8 14 30
上 智 大 4 10 8 2
中 央 大 47 66 65 64
東 京 理 科 大 14 21 28 24
日 本 大 18 25 26 18
法 政 大 68 50 51 48
明 治 大 67 58 66 63
立 教 大 20 33 19 50
早 稲 田 大 54 56 40 69
そ の 他 327 254 269 253

国 立 大 学 合 計 389 399 395 397
公 立 大 学 合 計 71 78 75 92
私 立 大 学 合 計 675 613 615 647
総 計 1,185 1,090 1,085 1,136 
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平
成
三
十
年
度
の
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
の
総
受
験
者
数
は

五
十
五
万
四
千
二
百
十
二
人
で
昨
年
よ
り

六
千
三
百
二
十
人
増
加
し
た
。
三
年
後
か
ら

開
始
さ
れ
る
「
大
学
受
験
共
通
テ
ス
ト
（
仮

称
）」
を
見
据
え
て
か
、
国
語
な
ど
で
複
数

の
情
報
の
関
係
性
を
踏
ま
え
て
の
判
断
を
求

め
ら
れ
る
と
い
っ
た
新
傾
向
の
出
題
も
見
ら

れ
た
。

全
国
の
科
目
別
平
均
点
で
は
、
昨
年
、
大

幅
に
ダ
ウ
ン
し
た
国
語
（
二
百
点
満
点
）
で

さ
ら
に
二
点
程
度
ダ
ウ
ン
し
、
英
語
の
リ
ス

ニ
ン
グ
（
五
十
点
満
点
）
で
は
二
二・
六
七

と
過
去
最
低
と
な
っ
た
。
数
学
は
数
学
Ⅰ
・

Ａ
、
数
学
Ⅱ
・
Ｂ
と
も
ほ
ぼ
昨
年
同
様
。
理

科
で
は
大
半
の
理
系
生
が
受
験
す
る
化
学

（
百
点
満
点
）
が
易
化
し
、
一
方
、
生
物
が

難
化
し
た
こ
と
で
平
均
点
は
物
理
も
含
め

六
十
点
程
度
と
な
り
科
目
間
の
差
は
な
く

な
っ
た
。

多
く
の
国
立
大
で
必
要
と
な
る
七
科
目
の

平
均
点
（
九
百
点
満
点
）
は
、
文
系
型
、
理

系
型
と
も
に
ほ
ぼ
昨
年
同
様
に
な
り
そ
う
だ
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
校
の
三
年
生
は

全
国
平
均
と
比
較
し
文
系
型
で
八
十
点
程
度
、

理
系
型
で
七
十
点
程
度
上
回
る
予
想
だ
。

全
国
の
学
部
別
動
向
は
、
い
わ
ゆ
る
「
文

高
理
低
」
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
が
、
系
統

に
よ
る
差
も
見
ら
れ
、
文
系
で
は
就
職
先
の

選
択
肢
が
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
経
済
系

の
学
部
で
の
志
望
が
増
加
し
、
逆
に
選
択
肢

が
絞
ら
れ
る
教
育
系
は
減
少
し
た
。
た
だ
し
、

本
校
生
の
志
望
の
多
い
東
北
大
で
は
文
系
学

部
の
志
願
者
増
加
に
伴
い
教
育
学
部
で
も
増

加
し
て
い
る
。
理
系
で
は
理
工
系
は
前
年
並

み
で
あ
る
の
に
対
し
、
農
学
、
医
学
、
看
護
、

薬
学
系
が
全
国
的
に
は
減
少
し
て
い
る
。

本
校
に
お
け
る
志
願
動
向
だ
が
、
国
公
立

で
は
旧
帝
大
を
中
心
と
し
た
難
関
大
学
や
地

域
拠
点
大
学
へ
の
出
願
も
ほ
ぼ
例
年
通
り

だ
っ
た
。
具
体
的
な
出
願
数
に
つ
い
て
は
、

下
記
の
「
入
試
出
願
状
況
」
に
示
す
。

東
北
大
の
出
願
数
は
、
前
期
だ
け
で
見
る

と
や
や
増
加
し
六
十
三
名
（
昨
年
五
十
五

名
）
で
あ
る
。
ま
た
、
福
島
大
は
前
期
で

昨
年
と
同
じ
二
十
八
名
の
出
願
。
福
島
県

立
医
科
大
学
の
前
期
は
医
学
部
に
十
一
名

（
昨
年
六
名
）、
看
護
学
部
に
六
名
（
昨
年

五
名
）
が
出
願
し
た
。
近
年
増
加
し
て
い
る

新
潟
大
へ
の
出
願
も
十
九
名
と
多
い
。（
昨

年
は
二
十
四
名
）。
千
葉
大
十
六
名
（
昨
年

二
十
一
名
）、東
京
大
十
四
名
（
昨
年
十
名
）

な
ど
が
出
願
数
の
多
い
大
学
と
い
え
る
。

私
立
大
学
で
は
例
年
通
り
、
東
京
六
大
学

を
中
心
に
青
山
学
院
大
、
東
京
理
科
大
、
日

本
大
学
な
ど
へ
の
出
願
も
目
立
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
の
特
徴
と
し
て
立
命
館
大
に

二
十
二
名
（
昨
年
十
名
）、
同
志
社
大
学
に

十
三
名
（
昨
年
五
名
）
を
始
め
、
関
西
地
方

へ
の
出
願
も
目
立
つ
。
私
立
大
学
の
総
出
願

数
は
現
時
点
で
六
七
五
と
昨
年
の
六
一
三
を

上
回
っ
て
い
る
。

福
高
の
精
神
で
あ
る
「
世
の
為
た
れ
」
の

実
現
に
向
け
、
全
国
津
々
浦
々
に
美
し
い
梅

花
を
咲
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

進
路
希
望
の
動
向

同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃

よ
り
母
校
に
対
し
ま
し
て
物
心
両
面

に
亘
る
絶
大
な
る
御
支
援
と
御
協
力

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
も
生
徒
た
ち
は

様
々
な
分
野
で
活
躍
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
運
動
部
で
は
、
本
県
・
宮

城
県
・
山
形
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
お
い
て
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
男
女
個
人
、
陸
上
競

技
男
子
走
り
高
跳
び
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
男
子
個
人
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

は
福
島
市
開
催
で
本
校
も
男
子
の
会

場
と
な
り
、
一
回
戦
五
試
合
が
行
わ

れ
、
多
く
の
教
職
員
と
生
徒
が
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
り
円
滑
な
運
営

を
支
え
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
本
校

の
チ
ー
ム
の
出
場
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
部
員
た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
「
昭
和
二
十
三
年
度
第
一
回
大
会

第
三
位
福
島
高
校
」
と
の
記
載
を
見

て
先
輩
の
偉
業
を
偲
び
、
目
の
前
の

素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を
食
い
入
る
よ

う
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

文
化
部
で
は
、
宮
城
県
で
開
催
さ

れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の

将
棋
男
子
個
人
に
出
場
し
た
二
年
生

が
み
ご
と
第
三
位
と
な
り
、
他
に
囲

碁
男
子
団
体
、
梅
章
委
員
会
、
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
が
出
場
し
、
加
え
て
個

人
と
し
て
吟
詠
剣
詩
舞
部
門
に
と
多

く
の
生
徒
が
出
場
し
て
お
り
ま
す
。

梅
章
委
員
会
は
全
国
高
校
新
聞
年
間

紙
面
審
査
入
賞
に
よ
り
、
来
年
度
も

続
け
て
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
同
様
に
文
芸
部
か
ら
も
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
囲
碁
部
は
男
子
団
体
・
個

人
で
他
の
全
国
大
会
に
も
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ク
イ
ズ
研

究
部
が
全
国
高
等
学
校
ク
イ
ズ
選
手

権
（
準
々
決
勝
進
出
）
と
エ
コ
ノ
ミ

ク
ス
甲
子
園
に
、
Ｓ
Ｓ
部
が
会
津
大

学
で
の
パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
に
出
場
し

ま
し
た
。

さ
て
、
文
部
科
学
省
が
推
進
す
る

Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）
事
業
に
つ
い
て
は
三

期
目
の
指
定
を
受
け
、
今
年
度
か
ら

さ
ら
に
五
年
間
「
高
い
専
門
性
と
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
併

せ
も
つ
世
界
で
活
躍
す
る
科
学
技
術

人
材
育
成
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。こ
れ
は「
梅
章
の
教
え
」

を
体
現
し
、「
福
高
で
の
学
び
」
を

確
立
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
国
に
お
い
て
は
「
高
大
接

続
シ
ス
テ
ム
改
革
」
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
現
行
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
に
代
っ
て
平
成
三
十
二
年
度
か

ら
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
が
、

本
校
に
お
い
て
は
平
生
の
授
業
の
充

実
は
勿
論
の
こ
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
や

リ
ベ
ラ
ル
ゼ
ミ
等
を
通
し
て
、
未
来

を
担
う
生
徒
た
ち
が
、
獲
得
し
た
知

識
・
技
能
を
活
用
し
て
、
課
題
解
決

に
必
要
な
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
や
主
体
的
に
物
事
に
取
り
組
む
姿

勢
を
身
に
付
け
、
し
っ
か
り
と
羽
ば

た
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
教

職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
母
校
に
対
す
る
よ
り

一
層
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。　

【陸上競技部】
◦全国高等学校体育大会　
　男子走り高跳び　吉川介人

【ソフトテニス部】
◦全国高等学校体育大会
　個人戦　男子　大内悠生・瀧戸皓斗

【アーチェリー部】
◦全国高等学校体育大会
◦全国アーチェリー選抜大会
　個人戦　男子　佐藤健太郎　
　　　　　女子　佐藤実結

【チアリーダー部】
◦みやぎ全国総文 2017 パレード部門

【将棋部】
◦全国高校将棋選手権　
　男子個人　３位　野田大輔

【囲碁部】
◦全国高校囲碁選手権
　男子団体　滝田真大・鈴木佑也哉・宍戸友弥

【クイズ研究部】
◦Ｑさま高校生学力王 NO1 決定戦 2017
　準決勝進出　高橋昂汰
◦全国高校生金融経済クイズ選手権
　菅野楽人・渡辺隆斗

【ＳＳＨ】
◦全国パソコン甲子園　モバイル部門　
　本選出場　大内颯・山田明拓・星葵衣
◦ＳＳＨ全国生徒研究発表会　
　「Mg イオン二次電池の研究」
　 本田実咲・瓦吹静里香・佐藤昭希
◦化学グランプリ　
　小場瑛介　東北１位、第 50 回国際化学オリンピック
　日本代表候補内定
◦ SPBxForbes 企画　Forbes 賞（最優秀賞）　　　　　　　
　好適環境水班　太田裕亮・紺頼楓・清野颯一郞・西澤亮輔
◦第 61 回日本学生科学賞　県審査　読売新聞福島支局賞　県代表　全国中央審査
　「福島の古代モモ核と古代人流入の関係性」　松山魁・白川大智・谷川朋史・鈴木陽介・菅野友孝
◦第 36 回福島県高等学校総合文化祭　自然科学部門
　第 30 回福島県高等学校生徒理科研究発表会
　ポスター部門　最優秀賞　2018 全国総文祭出場
　生物部門　　　最優秀賞　2018 全国総文祭出場
 　「アホロートルの変態に関する研究」　齋藤優圭・佐藤美優・渡邉彩花・吉川歩夢・山田晟矢

福高生、全国で活躍

福島高等学校長
菅野 誠

部活動成績

【梅章委員会】
◦全国高校新聞年間紙面審査　優良賞

【文芸部】
◦福島県文芸コンクール詩部門
　最優秀賞　竹内峻（2018 全国総文出場）

社
会
を
担
う

ニュ
ー
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て



　寄贈図書紹介・同窓会役員および事務局員

会長 渡辺　健寿 高17回
副会長 内池　　浩 高14回
副会長 佐藤　　隆 高16回
副会長 久米　允彦 高16回
副会長 片平　憲市 高19回
副会長 戸松　哲男 高19回

常任理事 佐藤　祀男 高11回
常任理事 磯貝　健郎 高13回
常任理事 林　　恭良 高14回
常任理事 永倉　禮司 高15回
常任理事 富田　建一郎 高16回
常任理事 長谷川　好美 高17回
常任理事 熊坂　英二 高18回
常任理事 佐久間　政文 高19回
常任理事 本多　修二 高20回
常任理事 渡邉　　誠 高25回

監事 鈴木　芳喜 高19回
監事 松野　孝司 高20回
理事 角田　征雄 高12回
理事 三瓶　昌久 高13回
理事 久家　孝夫 高13回
理事 上竹　豊 高14回

田中　訓樹 高22回

塩澤　　隆 高28回

今関　達也 高28回

鈴木　公一 高32回

国分　　聡 高33回

丹治　　崇 高36回

渡邊　兼綱 高36回

髙橋　文彦 高36回

佐藤　隆夫 高37回

本多　信弥 高40回

中原　　勝 高41回

八巻　　勤 高42回

菅野　祐智 高44回

松井　暢彦 高53回

菅野　陽介 高54回

平成29年度
同窓会事務局員

平成29年度　同窓会役員

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）
2017.01.25 法を学ぶ人のための文章作法 山野目章夫，他 山野目章夫（福高29回卒）
2017.01.25 七五調源氏物語　６ 中村博 中村博

2017.01.25 いっしょに　2016 「いっしょに2016」
制作委員会 高松ボランティア協会

2017.01.25 創立七十年学園史 郡山開成学園 郡山開成学園
2017.01.25 不合理性の哲学 中村隆文 福高職員
2017.01.25 指紋と近代 高野麻子 福高職員
2017.01.25 美の考古学 松木武彦 福高職員
2017.01.25 日本語の謎を解く 橋本陽介 福高職員
2017.01.25 中華帝国のジレンマ 冨谷至 福高職員
2017.01.25 水の未来 沖大幹 福高職員
2017.01.25 読書と日本人 津野海太郎 福高職員
2017.01.25 「私」をつくる 安藤宏 福高職員

2017.02.08 「第14回八香会となかま展」出品作
品の記録

福高第八回卒同期会・
八香会 春山哲郎（福高8回卒）

2017.02.08 抜萃のつゞり　その七十六 熊平製作所 クマヒラ
2017.02.27 活版印刷三日月堂 ほしおさなえ 福高職員
2017.02.27 アインシュタイン・シンドローム 塩見和之 塩見幸子
2017.02.27 住宅市場と行政法 板垣勝彦 板垣勝彦（福高51回卒）
2017.03.10 朝河貫一と日欧中世史研究 甚野尚志，他 甚野尚志（福高28回卒）
2017.03.10 七五調源氏物語　７ 中村博 中村博

2017.03.10 県文学集　第64集　平成28年度版 福島県文化スポーツ局
文化振興課 福島県文化スポーツ局

2017.04.05 大学教育再生への挑戦 鶴蒔靖夫 昌平黌
2017.04.05 The Seed of Hope in the Heart Teiichi Sato 菅野秀樹
2017.04.05 新・受験技法　2017年度版 和田秀樹 宮武美代
2017.04.05 戦略的思考とは何か 岡崎久彦 宮武美代
2017.04.05 東大ＶＳ京大 橘木俊詔 宮武美代

2017.04.05 古典が面白くなる東大のディープな古
文・漢文 田中照彦 宮武美代

2017.04.05 日本建築入門 五十嵐太郎 宮武美代

2017.04.05 二十四人の東大生が東大合格のコツ詳
しく教えます

「東京大学への道」指
導会 宮武美代

2017.04.06 志乃夫草　第拾号 福島中学校校友会 安斎勇雄

2017.04.20 海洋白書　2017 海洋政策研究所 笹川平和財団海洋政策
研究所

2017.04.20 本当の戦争の話をしよう 伊勢崎賢治 福高職員
2017.04.20 アウシュヴィッツの図書係 アントニオ Ｇ.イトゥルベ 角田勝重（福高14回卒）
2017.04.20 英語の質問箱 里中哲彦 岡崎勇
2017.04.20 英語に強くなる多義語二〇〇 佐久間治 岡崎勇
2017.04.20 国際共通語としての英語 鳥飼玖美子 岡崎勇
2017.04.20 英字新聞１分間リーディング　Vol.6 栗原文子 岡崎勇
2017.04.20 英語で話すヒント 小松達也 岡崎勇
2017.04.20 英語達人塾 斎藤兆史 岡崎勇
2017.04.20 英語達人列伝 斎藤兆史 岡崎勇
2017.04.20 異文化をこえる英語 鳥飼玖美子 岡崎勇
2017.04.20 快読100万語！ペーパーバックへの道 酒井邦秀 岡崎勇
2017.04.20 日本人に一番合った英語学習法 斎藤兆史 岡崎勇
2017.04.20 カリスマ同時通訳者が教える英語のツボ 関谷英里子 岡崎勇
2017.04.20 アメリカの小学生はどう英語を覚えるか メアリーベス・スーザ 岡崎勇

2017.04.20 The Universe of English 東京大学教養学部英語
教室 岡崎勇

2017.04.20 発音・アクセント問題集 集中マスター 旺文社 岡崎勇
2017.04.20 SLUGGING IT OUT IN JAPAN Warren Cromartie,他 岡崎勇

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）
2017.05.11 樺太四〇年の歴史 原暉之 全国樺太連盟
2017.05.11 七五調源氏物語　８ 中村博 中村博
2017.05.11 廃炉の大切な話　2017 経済産業省 福島県原子力安全対策課
2017.05.11 まんがスポーツで地域活性化　Vol.1-12 なつき凛、他 文部科学省スポーツ庁
2017.05.11 図譜・原郷のこけし群　第１集－第２集 未來社 福高職員
2017.05.11 ふくしまの絆　Ⅱ 福島県小学校長会 福島県小学校長会

2017.06.01 ビキニ核被災ノート 「ビキニ核被災ノー
ト」編集委員会 齋藤毅

2017.06.01 核の海の証言 山下正寿 齋藤毅
2017.06.01 脳の神秘を探ってみよう 朝日新聞出版 テルモ生命科学芸術財団

2017.06.01 ひまわりが咲くたびに“ふくしま”が
輝いた！ チームふくしま ＮＰＯ法人チームふくしま

2017.06.01 あと少しの支援があれば 中村雅彦 斎藤和也
2017.06.01 ザ・クロニクル戦後日本の70年　１，４ 共同通信社 共同通信社
2017.07.12 内村鑑三の生涯 小原信 角田勝重（福高14回卒）
2017.07.12 リンカーンの三分間 ゲリー・ウィルズ 角田勝重（福高14回卒）
2017.07.12 千畝 ヒレル・レビン 角田勝重（福高14回卒）
2017.07.12 天才の栄光と挫折　数学者列伝 藤原正彦 角田勝重（福高14回卒）
2017.07.12 七五調源氏物語　９ 中村博 中村博
2017.07.12 日本の中世と日向の戦国大名 柳田洋吉 柳田洋吉
2017.09.04 犬はびよと鳴いていた 山口仲美 図書部選書実習
2017.09.04 男尊女卑という病 片田珠美 図書部選書実習
2017.09.04 ゴジラとエヴァンゲリオン 長山靖生 図書部選書実習
2017.09.04 この嘘がばれないうちに 川口俊和 図書部選書実習
2017.09.04 いまさら翼といわれても 米澤穂信 図書部選書実習
2017.09.04 まちがったっていいじゃないか 森毅 図書部選書実習
2017.09.04 俺たちはそれを奇跡と呼ぶのかもしれない 水沢秋生 図書部選書実習
2017.09.04 百年たったら帰っておいで 九條今日子 図書部選書実習
2017.09.04 幽霊塔 江戸川乱歩 図書部選書実習
2017.09.04 彼女の色に届くまで 似鳥鶏 図書部選書実習
2017.09.04 少女は夜を綴らない 逸木裕 図書部選書実習
2017.10.27 科学立国日本を築く　Part2 丸文財団選考委員会 丸文財団
2017.10.27 「ごみ屋敷条例」に学ぶ条例づくり教室 板垣勝彦 板垣勝彦（福高51回卒）
2017.10.27 蝦夷・陸奥・歌枕　其の１－其の４ 若槻武雄 若槻武雄（福高14回卒）
2017.10.27 ＩＡＥＡ査察官の最前線 川野修靖 川野修靖

2017.10.27 「原子力防災」の経済学 藤堂史明 新潟大学大学院現代社
会文化研究科

2017.10.27 健康生活のための身体活動・スポーツ
活用学13講 笠巻純一 新潟大学大学院現代社

会文化研究科
2017.10.27 七五調源氏物語　10 中村博 中村博
2017.10.27 新・応用行政法 板垣勝彦、他 板垣勝彦（福高51回卒）
2017.10.27 音楽人掃苔録 鈴木宏 鈴木宏（福中44回卒）
2017.10.27 わたしの掃苔録　２ 鈴木宏 鈴木宏（福中44回卒）

2017.11.20 希少で絶滅の恐れのあるカンムリウミ
スズメの現状とモニタリング 大槻都子、他 大槻都子

2017.11.20 150人のオピニオン　Ⅷ 海洋政策研究所 笹川平和財団海洋政策
研究所

2017.12.12 2017年地方自治法改正 板垣勝彦、他 板垣勝彦（福高51回卒）
2017.12.12 生きるということ なかにし礼 角田勝重（福高14回卒）
2017.12.12 在日の涙 辺真一 角田勝重（福高14回卒）
2017.12.12 総合リース会社図鑑 青山邦彦 日経ＢＰマーケティング
2017.12.12 民法概論　１　民法総則 山野目章夫 高橋俊文（福高38回卒）

2017.12.12 思考を深める探究学習 桑田てるみ 県北地区高等学校図書
館研究会

寄贈図書紹介（平成29年１月～12月）

福島県立福島高等学校同窓会　役員および事務局員
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（その他多数の寄贈図書をいただきました）

みやぎ梅苑会事務局
〒981-0923　仙台市青葉区東勝山二丁目22-6
TEL.022-275-2887（落合　敏伸）

関東梅苑会事務局
〒150-0043　渋谷区道玄坂1-15-3　プリメーラ道玄坂110号信陵会館内
TEL.03-3462-1225　FAX.03-5489-1358（渡邉　誠）
http://www.kantobaienkai.ne.jp/index.html

同窓会事務局（福島高校内)
〒960-8002　福島市森合町5-72
TEL.024-535-2391　FAX.024-535-2392

理事 萩原　義弘 高14回
理事 大谷　　司 高14回
理事 岡崎　勇三郎 高15回
理事 鈴木　興一 高16回
理事 渡辺　博美 高17回
理事 横山　純 高17回
理事 木戸　孝志 高17回
理事 小林　勇一 高17回
理事 勢島    昇 高18回
理事 斎藤　高紀 高18回
理事 本多　純一郎 高19回
理事 花井　宣明 高20回
理事 伊藤　幹夫 高20回
理事 網代　智盟 高21回
理事 佐藤　信雄 高21回
理事 佐々木　孝司 高21回
理事 中田　茂実 高21回
理事 尾形　克彦 高22回
理事 芳賀    裕 高22回
理事 黒澤　信雄 高22回
理事 大野　順道 高22回
理事 木村　　豊 高22回

理事 菅野　日出喜 高23回
理事 加藤　典義 高23回
理事 村上　正文 高23回
理事 江口　　淳 高23回
理事 穂積　寿男 高23回
理事 鈴木　浩一 高23回
理事 高橋　雅行 高24回
理事 渋谷　修一 高24回
理事 石原　裕人 高24回
理事 高荒　俊勝 高24回
理事 渡辺　　久 高25回
理事 後藤　忠久 高26回
理事 土屋　牧雄 高26回
理事 丹治　正博 高26回
理事 武藤　　進 高26回
理事 阿部　芳和 高27回
理事 鈴木　眞一 高27回
理事 片平　　淳 高28回
理事 五十嵐　俊道 高28回
理事 加藤　勇治 高29回
理事 金子　弘保 高29回
理事 土田　　淳 高29回

理事 島田　久 高31回
理事 八子　直樹 高31回
理事 大和田　利明 高31回
理事 太田　英晴 高31回
理事 樋口　幸一 高32回
理事 藤野　　貴 高32回
理事 篠木　雄司 高33回
理事 吉成　健二 高33回
理事 関根　英樹 高33回
理事 渡辺　健二 高33回
理事 手塚　徹 高34回
理事 菅野　剛広 高34回
理事 鈴木　宏幸 高36回
理事 阿久津　順二 高37回
理事 黒森　陽一 高37回
理事 板垣　　隆 高37回
理事 三浦　康伸 高39回
理事 日下　直哉 高39回
理事 佐藤　智宏 高39回
理事 引地　孝之 高44回
理事 吉田　大樹 高45回
理事 遠藤　武義 高52回


